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トラブルおよび対応状況について
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1.発電所の状況



2運転中および再稼動中プラントの状況
発電所 ~2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

美浜
3号機

高浜
3号機

高浜
4号機

大飯
3号機

大飯
4号機

高浜
1号機

高浜
2号機

現時点

▼4/15並列

▼7/5並列

第24回
定期検査

第18回
定期検査

▼7/28特重運用開始

▼12/8特重運用開始

▼8/10特重運用開始

★8/24特重設置期限

★8/24特重設置期限

▼2022.1安全性向上対策工事完了

6月

7月

★6/9特重設置期限

★6/9特重設置期限

▽5月頃特重運用開始

▽6月頃特重運用開始

第27回
定期検査

10月 12月

第26回
定期検査

9月 12月

第25回
定期検査

12月 4月

第20回
定期検査

2月

第19回
定期検査

8月 11月

第19回
定期検査

第25回
定期検査

▼:実績
▽:予定

▼10/23解列

★10/25特重設置期限

第26回
定期検査

第27回
定期検査

第27回
定期検査

▼9/1並列

▼3/1解列 ▼7/26並列

▼6/8解列

▼8/23解列

▼3/11解列 ▼7/17並列

第25回
定期検査

第18回
定期検査

▼6/29並列

4月

第28回
定期検査

2月

第27回
定期検査

1月

第20回
定期検査

12月 2月

第28回
定期検査

4月 7月

第28回
定期検査

9月 11月

未定

第23回定期検査

▼2011/1/10解列

▼2011/11/25解列

※定期検査:解列~並列

★9/22~11/17特別点検実施

▼11/6並列

★9/22~11/17特別点検実施

▼12/18並列
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2.至近のトラブル
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 令和3年度 滋賀県原子力安全対策連絡協議会（R3.12.22開催）以降に発生した
安全協定上の異常時連絡対象のトラブルは7件。

 それぞれについて、原因を調査し、必要な対策を実施している。

発生年月日 発電所 件名 INES
評価※

2022.3.30 高浜3号機 蒸気発生器伝熱管の損傷 ０

2022.7. 8 高浜4号機 蒸気発生器伝熱管の損傷 ０

2022.7.21 高浜3号機 タービン動補助給水ポンプフィルタ蓋部からの油漏れに伴う
運転上の制限の逸脱

法令報告
対象外

2022.8. 1 美浜3号機 Ａ封水注入フィルタ蓋フランジ部からの漏えい 法令報告
対象外

2022.8.21 美浜3号機 Ａアキュムレータ圧力低下に伴う運転上の制限の逸脱 法令報告
対象外

2022.10.21 高浜4号機 加圧器逃がし弁不調に伴う運転上の制限の逸脱 法令報告
対象外

2022.10.30 高浜3号機 Ａ非常用ディーゼル発電機ターニング装置不調に伴う
運転上の制限の逸脱

法令報告
対象外

至近のトラブル一覧

７

参考１

参考2

参考3

参考4

参考４

５～６

※ＩＮＥＳ:国際原子力事象評価尺度



5美浜３号機 Ａ封水注入フィルタ蓋フランジ部からの漏えい(1/2)

＜系統概略図＞
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＜調査結果＞
 漏えいのあった当該フランジ部は、前回定期検査でのフィルタ取替工事において、本来のトルク値より低い値でボルトが締め付けられていた。
 トルク値が低かった原因は、協力会社の作業員が、作業要領を作成するにあたり、工事計画書に記載されているトルク値の判定基準を引
用すべきところ、協力会社作業員のパソコンに保存されていた誤ったトルク値の判定基準を引用したことによるものであった。

 その後のプラントの運転等に伴う系統圧力により、当該フランジ部の漏れ止め用のＯリングが徐々に外側に押し出され、破断し、漏えいが発
生したものと推定した。

＜事象の概要＞
 ８月１日１０時５７分に「封水注入流量低」警報が発信、現場を確認した結果、原子炉補助建屋内の封水注入フィルタ室付近の床面
に、約10m×約1m×約1mmの水溜まりを発見したため、封水注入フィルタを使用していたA系統からＢ系統に切り替え、漏えいは停止。

 漏えい水は原子炉補助建屋サンプに回収（約7m３ ）し、建屋外部への漏えいはなし。（放射能量は約2.2×10６Bqと推定）

＜封水注入フィルタの断面図＞

＜蓋を取り外した状態の写真＞

＜封水注入フィルタ蓋フランジ部写真＞

蓋締付
ボルト

蓋

容器本体

フランジ合わせ面

Oリング

フィルタ

Ｏリングがフランジの周方向約４分の１の範
囲で端面からはみ出しており、一部が破断

ボルトを締付工具により確認したところ、締
付力が規定値よりも不足していた
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＜契約・発注フロー＞
 発電所における工事の契約・発注の流れは、①「契約と発注を一括して行う工事」と②「契約と発注を別に行う工事」の２パターンに大別。
 今回の工事は②のパターンで実施。このパターンでは、本来、当社が承認した工事計画書に基づき、協力会社が作業要領を作成、工事
を実施すべきところ、今回、工事計画書とは異なる数値を作業要領に記載し、工事を実施。

①
契
約
と
発
注
を
一
括
し
て
行
う
工
事

②
契
約
と
発
注
を
別
に
行
う
工
事

当社

協力
会社

契約・発注 承認

書類作成

工

事

協力
会社

工事
計画書
封水注入

フィルタ取替
書類作成

工

事

今
回

当社

トルク値の判定基準
39～64Nm

書類作成

協力会社作業員のパソコンに
保存されていた誤ったトルク値

工事記録
作成

検収

報告

※

契約 承認 発注

工事記録
作成

検収

報告

※

トルク値の判定基準
締付結果

39～64Nm
52Nm

作業要領

※工事記録に記載されている
結果がトルク値の判定基準
等を満足していることを確認

作業要領

工事
計画書

（トルク値の判定基準
260～294Nm）

本来、この値を引用すべき

《当社が承認した工事計画書・作業要領で工事を実施》

《当社が承認した工事計画書に基づき、都度、協力会社が作業要領を作成、工事を実施》

※工事記録に記載されている
結果がトルク値の判定基準
等を満足していることを確認

（トルク値の判定基準
39～64Nm）

 今回のＡ、Ｂ封水注入フィルタ工事以
外に、契約と発注を別に行う工事を対象
として、当社が承認した工事計画書と工
事記録を比較した結果、トルク値の判定
基準に誤りがないことを確認した。

 美浜発電所3号機に加えて、高浜発電
所3,4号機、大飯発電所3,4号機につ
いて調査した結果、トルク値の判定基準
に誤りはなかった。

対象プラント 調査機器数 結 果

美浜３号機 1,287機器 Ａ・Ｂ封水注入フィルタの２機器以外
は問題なし

高浜３号機 932機器 問題なし

高浜４号機 899機器 問題なし

大飯３号機 1,395機器 問題なし

大飯４号機 1,387機器 問題なし

合 計 5,900機器
問題があったのは２機器のみ
（美浜3号機 A・B封水注入

フィルタ)

＜対策＞
 契約と発注を別に行う工事について、当社は従来の工事計画書の承認に加え、作業要領を工事実施前に確認する運用とした。
 協力会社に対して、速やかに本事象を周知し、新たな運用の徹底を図った。さらに、中⾧期的には、定期検査ごとの説明会など、当社が
協力会社に行う教育の場を通じて、ルールの遵守等について周知を図る。

 漏えい防止および機器の動作不良防止の観点から、起動時の現場点検を強化して実施した。

美浜３号機 Ａ封水注入フィルタ蓋フランジ部からの漏えい(2/2)



7美浜3号機 Ａアキュムレータ圧力低下に伴う運転上の制限の逸脱
＜事象の概要＞
 定期検査中の8月21日、「Ａアキュムレータ圧力低」の警報が発信。関連パラメータから、Ａアキュムレータ圧力が、保安規定に定める運転
上の制限値4.04MPaを下回り、4.01MPaに低下していることを確認した。

 このため、同日16時54分に保安規定の運転上の制限を満足していない状態にあると判断した。その後、同日16時57分に圧力が
4.052MPaに回復したことから、同制限を満足する状態に復帰した。

＜調査結果、原因＞
 今回の定期検査状況を確認した結果、当該弁近傍で足場設置等の作業が行われており、確認された打痕は作業で使用した資機材が接
触したことにより生じた可能性があることが判明した。

 当該弁に衝撃が加わった場合、弁体にずれが生じ、作動圧力が変動する可能性があることから、当該弁に資機材が接触したことで作動圧
力が変動し、本来作動すべき設定値より低い値で作動した結果、Ａアキュムレータの圧力が低下したものと推定した。

原子炉冷却材喪失事故などの発生
↓

１次冷却材系統の圧力が窒素で加圧
されているアキュムレータの圧力よりも低下

↓
アキュムレータのほう酸水が、１次冷却
材系統へ注入される

＜アキュムレータの機能概要＞

格納容器内 格納容器外

アキュムレータ
出口弁

逆止弁

１次冷却材系統

安全弁

１次冷却材系統

電
動 【アキュムレータの仕様】

寸 法:高さ 約7m × 幅 約3m
容 量:41.17m3（最大）

約30m3（運転中のほう酸水量）
材 質:低合金鋼

窒素供給弁

圧力計

圧力計

水位計

ほう酸水

水位計Ａアキュムレータ

窒素

窒素
ボンベ

【安全弁の仕様】
材質:ステンレス
高さ:約400mm
幅 :約120mm

窒素加圧

排出

バネ

打痕を確認
（⾧さ9mm、幅1mm）

弁体

弁座

＜安全弁構造図＞

＜対策＞
 対策として、当該弁の手入れを実施し、漏えい検査等により健全性を確認したうえで復旧した。また、安全弁への接触に関する注意事項を
社内マニュアルに反映するとともに、協力会社へ本事象を説明し注意喚起を図った。さらに、足場設置等の作業を実施したエリアを対象に、
資機材が接触する可能性のある全ての機器の外観点検を実施し、異常がないことを確認した。
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【再発防止対策:教育・研修の実施】

①ルール遵守等の周知
（対象）関西電力（各課代表者）協力会社の所⾧クラスおよび作業責任者クラス
（内容）基本的事項やトラブルにより改定したルールの遵守、過去トラブル事例の蓄積から作業管理に関連す

る内容について周知する。（定期検査開始前の説明会）

②工事で扱う機器の重要性を再認識する機会の付与
（対象）関西電力工事担当者、作業責任者、棒心および作業員
（内容）以下の内容から、必要なものを選定してディスカッションを実施する。（作業計画書の読み合わせ時）

・工事対象機器および工事場所近傍機器の重要性に関する事項
・トラブル事例（過去トラブル事象や封水注入フィルタ蓋フランジ部からの漏えい事象、アキュムレータ圧力低
下に伴うLCO逸脱事象など）のうち、作業管理に関する事項
・安全弁設置場所に関する事項 など

③協力会社との対話を通じた現場力向上
（対象）関西電力および協力会社の社員
（内容）現場での気付き事項を蓄積、共有する仕組みにより収集した情報（ＣＡＰ）のうち、作業管理に関

連した事例等を活用する。10/11に美浜発電所において、当社課⾧以上、協力会社所⾧クラス約40
名が参加し、選択した事例の問題点や、本来であれば、どのように作業・管理する必要があったのか、な
どを議論した。
参加した協力会社の意見も踏まえ、今後、参加対象者、実施時期、頻度等について検討していく。

スケジュール : 美浜発電所にて2022/10より着手。順次、高浜・大飯でも教育を展開済み。

トラブルの再発防止対策



（参考）自主的な原子力の安全性向上（ロードマップ）の取組み

 当社は2004年8月の美浜3号機事故以降、「安全最優先」の事業活動を経営の
最優先課題として、全社一体となって展開しています。

 東京電力福島第一原子力発電所事故の反省と教訓を踏まえ、2014年6月に、
自主的な原子力の安全性向上に向けた取組みをロードマップとしてとりまとめ、
以降継続的に推進してまいりました。

 また、2017年5月にはロードマップで実現するべき目標（ありたい姿）を設定し、
５つの柱に基づき、取組みを進めております。

 今後も規制の枠組みに留まることなく、原子力の安全性向上に全社一体となって、
自主的・継続的に取り組んでまいります。

「５つの柱」と「ありたい姿」
取組みの一環として、協
力会社との双方向のコ
ミュニケーションを実施し、
協力会社とのパートナー
シップの構築と、連携の
強化を図っています。

取組み状況は適宜公表
しています。

9



10三菱電機 変圧器品質不適切行為（異常時連絡対象外）

＜事象の概要＞
2022年4月21日に公表された三菱電機製変圧器の製作時工場試験における不適切行為について、三菱電機よ
り当社原子力発電所変圧器において不適切行為が確認されたとの報告を受けた（更に2022年5月25日、10月
20日に、不適切行為が新たに確認されたとの報告を受けた）。
当社原子力発電所に納入実績のある変圧器で、不適切行為が確認された変圧器は１４台であった。

＜要求事項の内容＞
【法令要求】 安全確保上必要な安全上の性能のみを確保するもの。
【民間規格要求】 安全確保上必要な具体的手段・材料・方法等を規定し安全上の性能を確保するもの。
【関西電力独自要求】 製造工程での手戻りを防止したり、設置後の運用を想定した追加試験。

＜不適切行為の内容＞
【4月21日公表】
・耐電圧試験において、民間規格要求で規定された電圧値より低い電圧で試験を実施。
試験成績書には、民間規格要求で規定された試験電圧値を記載。

【5月25日公表】
・耐電圧試験において、民間規格要求で規定された電圧印加時間より短い時間で試験を実施。
試験成績書には、民間規格要求で規定された試験時間を記載。

【10月20日公表】
・関西電力が独自要求した電位分布測定において、測定を未実施。
試験成績書には、別途実施していたシミュレーション結果をもとに測定結果を記載。
・関西電力独自要求である⾧時間温度試験において、当社合意の試験時間よりも短い時間で実施。
試験成績書には、当社合意の試験時間を記載。

10



11三菱電機 変圧器品質不適切行為（異常時連絡対象外）

＜当社の確認状況＞
• 原子力発電所に設置する変圧器は、短絡・地絡等の事故発生を防止するため高い絶縁性能を有する
ことが法令（電気設備技術基準）で要求されている。

• この絶縁性能を確認するための試験方法が民間規格で定められており、加えて、当社独自での試験
方法も要求している。

• 今回の事案は、民間規格要求や当社独自要求で定める試験方法を一部満たしていないものであった
が、不適切行為が確認された１４台の変圧器について詳細に調査した結果、法令（電気設備技術基
準）で要求される水準以上の絶縁性能を有していることを確認した。さらに、追加で行った点検
（絶縁油の分析）においても異常のないことを確認している。

• 当社では、これまでより日常の巡視・点検にて設備の健全性確認および毎年実施している変圧器内
部の油の分析や絶縁抵抗測定等によって異常がないことを確認しており、現時点で不具合は発生し
ておらず、健全性（絶縁性能）は確保されていると判断し、その結果を経済産業省および原子力規
制庁へ報告している。

• 今後も継続して保全活動を行い設備の健全性確保を実施する。

＜補足説明＞

変圧器…交流電力の電圧を変換する設備

耐電圧試験…定格電圧以上の電圧にて絶縁性能を確認する試験

電位分布測定…変圧器内部への雷侵入に対する絶縁設計確認のための測定（当社独自要求）

⾧時間温度試験…⾧時間（12時間）に変圧器定格電流を通電し絶縁性能を確認する試験（当社独自要求）

電気設備技術基準…原子力発電工作物に係る電気設備の技術基準
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変圧器の概要

①巻線

⑤タンク

②鉄心
⑦送油ポンプ

⑥冷却器

⑧油劣化防止装置

④絶縁油

③絶縁材

＜部位の説明＞
①巻線
巻数の異なる１次巻線と２次巻線で形成されており、
変圧器が受電した際に通電される。

②鉄心
１次巻線で発生した電気を電磁誘導作用により
２次巻線に伝達する。

③絶縁材
巻線および鉄心の絶縁性能を確保する。

④絶縁油
巻線および鉄心を油に浸して冷却する。
（巻線の絶縁性能低下に伴う過熱・放電が発生した
場合は絶縁油内部に特定の可燃性ガスが発生する）

⑤タンク
金属製の箱状の形態で、主に巻線、鉄心、絶縁材、
絶縁油を格納する。

⑥冷却器
絶縁油を冷却する。

⑦送油ポンプ
冷却器で冷やされた絶縁油をタンク内に送り循環させ
る。

⑧油劣化防止装置
外気に触れずに呼吸作用（周囲の温度変化等によ
る絶縁油の膨張および収縮）をする。

＜変圧器概要図＞
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参考１2022.6.1 「原子力発電所の運営状況」にてお知らせ
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参考１



参考１



参考２2022.9.2 「原子力発電所の運営状況」にてお知らせ



参考２



参考２



参考２



参考32022.8.1 「原子力発電所の運営状況」にてお知らせ



参考42022.11.1 「原子力発電所の運営状況」にてお知らせ 2022.12.2 「原子力発電所の運営状況」にてお知らせ

当該弁の取り付け作業時に弁体等に付着していた微小な異物が弁のシート面に混入し、作動確
認試験等により微小なきずが発生、その後、１次冷却材系統の圧力上昇等に伴い、異物が弁シー
ト部から押し出され、その経路を通じて、蒸気が加圧器逃がしタンクに流れ込んだため、当該弁の
出口温度が上昇したものと推定しました。

推定原因

（１）微小なきずが認められた弁体と弁座を予備品（新品）に取り替えます。
（２）異物管理に関する注意事項として、機器を運搬して取り付けを行う際には直前に拭き取ること
などを社内マニュアルに反映します。

（３）協力会社へ本事象を説明し、機器取り付け時の異物混入防止に関する注意喚起を行います。

対策



参考5

環境省ホームページより抜粋


